
1．はじめに

　本州四国連絡橋を介して広域化する経済圏
は，四国の地域間関係を離散的な方向に導くも
のであると，徳岡（1989）は指摘する．本州四
国連絡橋は全国的な高速交通体系への限界的追
加とされ，階層的ネットワークの上位経済圏の
拡大を促すものであり，四国は本州に対して経
済的に比較劣位にあるため，逆流効果も大きく
なり得るというのである．四国内の地域間の連
携と共生を図ることの重要性は，本州四国連絡
橋が建設されたことでより一層高まっている．
こうしたなか井原 （1985）は，四国の地形が，
自然的条件によって多数の小地域に分断されて
いる結果，島内の道路網が決定的に貧弱であり，
こうした四国の交通施設整備の立ち遅れが，地
域間交流の大きな阻害要因となっていると指摘
する．そのうえで本州四国連絡橋を，全国的な
幹線交通網のなかで明確に位置づけたうえで，
四国内の交通ネットワークとリンクしたかたち
で有効活用する必要性を述べている．
　また，円安や LCC（格安旅行会社）の増加に
伴い訪日旅行需要の拡大が続くなか，四国圏に
おいても外国人観光客は増加傾向にある．こう
したなか四国では 2015 年に，広域観光周遊ルー
ト形成計画「スピリチュアルな島～四国遍路～」
や「せとうち・海の道」が認定され，インバウ

ンドを促す動きがある．また，南海トラフ地震
や津波等への四国圏域の安全対策において，四
国 8 の字ネットワークの形成が推進され，四国
横断自動車道 や 高知東部自動車道，阿南安芸自
動車道等の整備が進んでいる．この四国内ネッ
トワークの社会的意義によって，四国の地域間
関係を明らかにする必要性は高まりつつあるが，
四国を対象とした地域間産業連関表は作成され
ていない．地域内産業連関表と異なり，地域間
産業連関表であれば，特定の地域に観光需要が
発生した場合，どの地域にどれくらいの生産誘
発額がもたらされるのかを定量的に明らかにす
ることができる．そのため本稿では，四国内に
おける地域間産業連関表を作成し，香川県・愛
媛県・高知県・徳島県の地域間相互依存関係を
分析していく．

2．先行研究

　四国を対象とした先行研究としては，徳岡
（1989）や宍戸 （2009），野北（2007）などがあ
る．まず徳岡（1989）は，四国の交通条件と地
域構造の現状をふまえながら，四国の高速交通
整備がどのような経済圏を想定したのかについ
て全国総合開発計画を中心に整理しつつ，今後
の高速交通時代における広域的圏域形成の課題
について考察している．その結果，地方の経済
的圏域形成において，階層上位の経済圏であっ

四国内の地域間相互依存関係の定量把握
──2011年四国地域間産業連関表の作成と分析──

須　　原　　菜　　摘
郭　　　　　佳　　寧
居　　城　　　　　琢



72 横浜国際社会科学研究　第 24 巻第 4号（2020 年 2 月）

た大阪経済圏が，東京経済圏にその役割を奪わ
れつつあり，下位の圏域レベルで高松や広島の
経済圏と競合する構図にあるとされる．高松や
広島による広域経済圏の形成が不十分であるう
え，四国各県における香川への依存度が，中国
各県の広島への依存度より低くなっていること
から，広域的な圏域形成の不十分さは香川，つ
まり高松において顕著であるという．また，第
4 次までの全総が四国の地域間関係を四国の統
合，一体化を想定してきた一方で，各地域が個
別に本州と緊密な経済圏を形成することも同時
に想定しており，特に 4 全総は四国に対して，
本州四国連絡橋による本州との関係強化を求め
る傾向が前面に表れたとしている．本州四国連
絡橋による広域経済圏の形成は，その実現可能
性が低いことや，一方が吸収される可能性が高
いことを指摘し，政策調整圏的な圏域形成や，
四国内の地域間の連携と共生の必要性を述べて
いる．
　宍戸（2009）では，県民経済計算を利用して，
1990 年代後半から 2000 年代前半における四国
各県経済の分析を行っている．そこでは，徳島
と高知は移出入収支が赤字，愛媛は安定した移
入に対し移出が不安定で，香川は収支が均衡し
ているものの，対外取引自体が減少し，県経済
を支えてきた移輸出産業が産業高度化や国際化
等に対応できていないことなどが示された．野
北（2007）においては，2002 年貨物純流動調査
より中四国間の物流を分析している．各県の全
国に占める中国四国地域内での物流の割合をみ
ると，発着ともに 6～9 割程度であったことが示
された．
　四国を対象とする産業連関分析の先行研究と
して代表的なものとしては，井原（2003）や中
澤・大﨑（2017），福田ほか（1996）などが挙
げ ら れ る．井原（2003）で は，経済産業省 に
よ る 1985 年・1990 年・1995 年 の 地域間産業
連関表をもとにして，四国とその周辺地域に
あたる中国・近畿を対象に，3 地域間の相互依
存関係の実態を明らかにしている．主に「複

投入係数」の計測に基づく分析が行われ，中
国から近畿を経て四国に至る増幅効果と，四
国から近畿を経て中国に至る増幅効果が減少
傾向にあることが分かった．それは 1988 年に
瀬戸大橋が完成したことによる中国・四国間
取引の増加を裏付けている．また中澤・大﨑

（2017）では，高知県産業推進計画や高知市連携
中枢都市圏構想といった政策ニーズに対応す
るため，高知県を 7 地域に分割した高知県地
域間産業連関表の推計を行っている．そこでは，
高知市地域が県内において中心的役割を果た
しており，高知市地域とその他地域の強い経
済的な相互依存関係にあることが示されてい
る．福田ほか（1996）では，高知・徳島・香川・
愛媛において，各県の産業連関表や地域際収
支に基づく分析を行っている．しかし各県の個
別分析に留まっており，四国全体を通した分
析には至っていない．
　以上より，四国を対象とする産業連関分析の
既存研究において，県ごとの個別分析，あるい
は四国地域と中国・近畿地域との地域間分析は
存在するが，四国地域内の県をまたいだ地域
間取引に関する定量分析は行われていない．ま
た，四国経済産業局による四国地域産業連関表
も，2005 年表より新しいものは作成されていな
い．すなわち，2005 年以降の四国経済全体およ
びその地域間取引を表す産業連関表は存在して
いない．四国内の広域連携政策の重要性が高ま
りつつある現在において，四国経済全体を捉え
た地域間産業連関表の作成は意義がある．一方
で，地域間産業連関表の作成に関する先行研究
としては，石川・宮城（2003）における 47 都道
府県 の 地域間産業連関表 や，関西社会経済研究
所（2008）の関西 2 府 5 県の地域間産業連関表，
居城（2012）の関東 1 都 10 県の地域間産業連関
表などが挙げられる．ここでは居城（2012）に
ならい，「全国貨物純流動調査（物流センサス）」
と地域内需要額を用いて地域間産業連関表を作
成する方法を用いる．貨物の発着を表す物流セ
ンサスを用いることで，地域間の貨物の流動を

（488）
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反映した地域間交易係数を求めることができる．
但し，物流センサスで扱われているのは第 1 次
産業および第 2 次産業である財部門に限定され
るため，第 3 次産業では地域内需要の大きさが
地域間の取引に影響を及ぼすという前提に立ち，
地域間交易係数を算出することとする．

3．四国地域間産業連関表の作成

　本稿 で 作成 す る 地域間産業連関表 は，香川
県・愛媛県・高知県・徳島県・その他地域（四
国以外）を 内生地域 と し，統合大分類（37 部
門分類）で 非競争移輸入型 の 2011 年表1）で あ
る（表 1）．

3―1　部門統合
　各県の既存の産業連関表における部門分類
は，香川県が 37 部門，愛媛県が 39 部門，高知
県が 40 部門，徳島県が 37 部門であり，表 2 の
ように対応させ，37 部門に統一した．分割す
る必要がある部門については，それより詳細な
108 部門表で対応させた．
　また四国以外のその他地域について，「全国
─四国」の残差ではなく積み上げ方式でその他

地域の取引を計上する2）．したがって，四国以
外 43 都道府県の産業連関表も，統合大分類（37
部門分類）に統一していく必要がある．基本的
に各地域の既存の産業連関表は，全国の統合大
分類（37 部門分類）に合わせる．

3―2　移輸出・移輸入の分割
　四国のなかで香川県のみ，既存の産業連関表
の移輸出が分かれていない．過去の香川県産業
連関表でも移輸出が分かれていないことから，
石川・宮城（2003）の方法を参考にした．香川
県は四国地域の一部地域であることから，香川
の 輸出率（輸出額/生産額）及 び 輸入率（輸入
額/域内需要額）は，四国地域 の 輸出率，輸入
率に等しいと仮定し，香川の輸出額は香川の生
産額に四国の輸出率を乗じ，輸入額は域内需要
額に四国の輸入率を乗じて推計した．移出額，
移入額は，それぞれ移輸出額，移輸入額から輸
出額，輸入額を差し引いて推計した3）．なお，

（489）

表 1　作成する四国地域間産業連関表の概略図
中間需要 最終需要

輸出 生産額
香川県 愛媛県 高知県 徳島県 その他地域 香川県 愛媛県 高知県 徳島県 その他地域

香川県

愛媛県

高知県

徳島県

その他地域

輸入

付加価値

生産額

　　　　　　　　　
1）既存の産業連関表のうち最も新しいものが

2011 年表であることから，本稿でも 2011 年表を作
成することとする．

　　　　　　　　　
2）本稿で推計した積み上げの全国生産額合計は

924 兆 1,636 億円であり，既存の全国表の生産額合計
939 兆 6,749 億円との差額は 15 兆 5,113 億円と，全国
表の値の 1.7% 程度である．

3）この結果，輸出額・移出額においてマイナ
ス値が出る部門もあった．その場合，移出率（移
出額/生産額）で移出額を求めてから輸出額を剥が
し，それでもマイナス値となる場合は，（輸出額/
移輸出額）で輸出と移出を按分して求めた．
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ここで用いる四国全体の輸出率，輸入率は，経
済産業省の 2005 年「四国地域産業連関表」の「公
表用基本分類（行部門 404 ×列部門 350）」を
用いた．四国地域産業連関表は全国表の基本分

類とは異なるため，まず四国表の 2005 年基本
分類と全国表の 2005 年基本分類の対応関係を
みて，全国表の 2005 年基本分類と 2011 年基本
分類の変更をみたうえで，全国表の 2011 年統

（490）

表 2　四国地域の部門対応表
香川 愛媛 高知 徳島

農林水産業
農業

耕種農業

農林水産業
畜産・その他の農業

林業 林業
漁業 漁業

鉱業 鉱業 鉱業 鉱業
飲食料品 飲食料品 飲食料品 飲食料品
繊維製品 繊維製品 繊維製品 繊維製品

パルプ・紙・木製品 パルプ・紙・木製品
製材・木製品・家具

パルプ・紙・木製品
パルプ・紙・紙製品

化学製品 化学製品 化学製品 化学製品
石油・石炭製品 石油・石炭製品 石油・石炭製品 石油・石炭製品
プラスチック・ゴム プラスチック・ゴム プラスチック・ゴム プラスチック・ゴム
窯業・土石製品 窯業・土石製品 窯業・土石製品 窯業・土石製品
鉄鋼 鉄鋼

鉄鋼・非鉄金属
鉄鋼

非鉄金属 非鉄金属 非鉄金属
金属製品 金属製品 金属製品 金属製品
はん用機械 はん用機械 はん用機械 はん用機械
生産用機械 生産用機械 生産用機械 生産用機械
業務用機械 業務用機械 業務用機械 業務用機械
電子部品 電子部品 電子部品 電子部品
電気機械 電気機械

電気機械・情報・通信機器
電気機械

情報・通信機器 情報・通信機器 情報・通信機器
輸送機械 輸送機械 輸送機械 輸送機械
その他の製造工業製品 その他の製造工業製品 その他の製造工業製品 その他の製造工業製品

建設 建設
建築

建設
土木

電力・ガス・熱供給 電力・ガス・熱供給 電力・ガス・熱供給 電力・ガス・熱供給
水道 水道 水道 水道
廃棄物処理 廃棄物処理 廃棄物処理 廃棄物処理
商業 商業 商業 商業
金融・保険 金融・保険 金融・保険 金融・保険
不動産 不動産 不動産 不動産
運輸・郵便 運輸・郵便 運輸・郵便 運輸・郵便
情報通信 情報通信 情報通信 情報通信
公務 公務 公務 公務
教育・研究 教育・研究 教育・研究 教育・研究
医療・福祉 医療・福祉 医療・福祉 医療・福祉
その他の非営利団体サービス その他の非営利団体サービス その他の非営利団体サービス その他の非営利団体サービス
対事業所サービス 対事業所サービス 対事業所サービス 対事業所サービス
対個人サービス 対個人サービス 対個人サービス 対個人サービス
事務用品 事務用品 事務用品 事務用品
分類不明 分類不明 分類不明 分類不明
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合大分類（37 部門分類）に合わせた．
　また，その他地域の各地域の産業連関表にお
いても，移出と輸出，移入と輸入が分割されて
いないものについては，基本的には四国地域
と同じ手順を取る．各地域の分割基準に用いる
データは，表 3 の色付きの部分とする．表 3 の
大地域表は，経済産業省が独自に作成したもの
であり，総務省の基準で自治体が作成した各県
表の合計値とは一致していない．大地域表が各
県の合計値となっていれば，隣接地域の県表を
用いるより大地域表が整合的だが，この場合，
隣接地域の県表を用いることが大地域表より整
合的である可能性が高いため，ここでは隣接地
域の県表を用いることを優先した．

3―3　地域間交易マトリックスの推計
3―3―1　物流センサスから地域別移出額を算出
　地域内表を地域間表にするため，各県の移出
額をどの地域にどれくらい移出したのか地域間
交易マトリックスを作成する必要があるが，財
部門である第 1 次産業，第 2 次産業は物流セン

サス（2010）の「表Ⅳ─2　都道府県間流動量（品
目別）─重量─」を用いた．そこでまず，物流
センサスの品目分類と産業連関表の統合大分類

（37 部門分類）を対応させる必要があるが，表
3 のように対応させた．
　次に，物流センサスの品目分類毎のマトリッ
クスを，統合大分類に統合する4）．ここではそ
の他地域も内生地域であるため，四国以外の都
道府県のデータも残しておく．この財部門 20
個のマトリックスから，まず自地域分の取引を
示す対角要素をゼロにしたうえで，行方向にみ
た構成比をそれぞれ算出する．この割合は，当
該産業部門において，当該地域の移出総額のう
ち，どの地域にどれくらい移出しているのかを

（491）

表 3　四国以外の地域の移輸出・移輸入分割に用いたデータ
隣接地域 大地域

岩手
2011 年青森県表

2005 年東北地域産業
連関表

秋田
宮城

2011 年福島県表
山形
富山

2011 年岐阜県表
2005 年中部地域産業

連関表石川
福井 2005 年近畿地域産業

連関表和歌山 2011 年奈良県表
広島

2011 年兵庫県表 2005 年中国地域産業
連関表

鳥取
島根
山口
岡山
福岡 2011 年熊本県表

2005 年九州地域産業
連関表

佐賀 2011 年長崎県表
大分

2011 年熊本県表宮崎
鹿児島

　　　　　　　　　
4）物流センサスの品目分類から，統合大分類（37

部門分類）に該当する財部門は 20 部門である．ま
た，物流センサスの「産業機械」が，統合大分類
では「はん用機械」と「生産用機械」を跨ぐよう
な場合，「はん用機械と生産用機械」という 1 つの
マトリックスにする．「電気機械」についても同様
の処理をする．
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表 4　物流センサスの品目分類と産業連関表統合大分類（37部門分類）の対応表

物流センサスの品目分類 産業連関表の統合大分類 物流センサスの品目分類 産業連関表の統合大分類
麦 農林水産業 その他の石油製品 石油・石炭製品
米 農林水産業 コークス 石油・石炭製品
雑穀・豆 農林水産業 その他の石炭製品 石油・石炭製品
野菜・果物 農林水産業 化学薬品 化学製品
羊毛 農林水産業 化学肥料 化学製品
その他の畜産品 農林水産業 染料・顔料・塗料 化学製品
水産品 農林水産業 合成樹脂 化学製品
綿花 農林水産業 動植物性油脂 化学製品
その他の農産品 農林水産業 その他の化学工業品 化学製品
原木 農林水産業 パルプ パルプ・紙・木製品
製材 農林水産業 紙 パルプ・紙・木製品
薪炭 農林水産業 糸 繊維製品
樹脂類 農林水産業 織物 繊維製品
その他の林産品 農林水産業 砂糖 飲食料品
石炭 鉱業 その他の食料工業品 飲食料品
鉄鉱石 鉱業 飲料 飲食料品
その他の金属鉱 鉱業 書籍・印刷物・記録物 その他の製造工業製品
砂利・砂・石材 鉱業 がん具 その他の製造工業製品
石灰石 鉱業 衣服・身の回り品 繊維製品
原油・天然ガス 鉱業 文房具・運動娯楽用品 その他の製造工業製品
りん鉱石 鉱業 家具・装備品 パルプ・紙・木製品
原塩 化学製品 その他の日用品 その他の製造工業製品
その他の非金属鉱物 鉱業 木製品 パルプ・紙・木製品
鉄鋼 鉄鋼 ゴム製品 プラスチック・ゴム
非鉄金属 非鉄金属 その他の製造工業製品 その他の製造工業製品
金属製品 金属製品 廃自動車 その他の製造工業製品
産業機械 はん用機械と生産用機械 廃家電 その他の製造工業製品
電気機械 電子部品と電気機械と情報・通信機器 金属スクラップ その他の製造工業製品
自動車 輸送機械 金属製容器包装廃棄物 その他の製造工業製品
自動車部品 輸送機械 使用済みガラスびん その他の製造工業製品
その他の輸送機械 輸送機械 その他容器包装廃棄物 その他の製造工業製品
精密機械 業務用機械 古紙 その他の製造工業製品
その他の機械 その他の製造工業製品 廃プラスチック類 その他の製造工業製品
セメント 窯業・土石製品 燃え殻 その他の製造工業製品
生コンクリート 窯業・土石製品 汚泥 その他の製造工業製品
セメント製品 窯業・土石製品 鉱さい その他の製造工業製品
ガラス・ガラス製品 窯業・土石製品 ばいじん その他の製造工業製品
陶磁器 窯業・土石製品 その他の産業廃棄物 その他の製造工業製品
その他の窯業製品 窯業・土石製品 動植物性飼肥料 飲食料品
重油 石油・石炭製品 金属製輸送用容器 その他の製造工業製品
揮発油 石油・石炭製品 その他の輸送用容器 パルプ・紙・木製品
その他の石油 石油・石炭製品 取り合わせ品 その他の製造工業製品
LNG・LPG 石油・石炭製品

（492）



77四国内の地域間相互依存関係の定量把握（須原・郭・居城）

それぞれ示す．そして各産業のマトリックスを
行方向に分解して，47 都道府県分のマトリッ
クスに再構築する．この 47 つのマトリックス
にそれぞれの移出額を乗じ，各地域がどの地域
にどれくらい移出しているのかを推計した．な
お，四国を除いた 43 都道府県分のマトリック
スは，四国以外のマトリックスとして 1 つに合
算した．
　ところが高知と徳島の「非鉄金属」は，産業
連関表の移出額がゼロでないにも関わらず，地
域別移出割合がゼロとなり，物流センサス上で
は移出を全くしていないことになる．ここでは
両地域の「非鉄金属」の地域別移出割合を，比
較的類似する「鉄鋼」の割合で代用した．四国
以外においても同様の問題があり，その該当部
門は次の需要額による移出分割によって求めな
おした．
3―3―2　地域別需要額から地域別移出額を算出
　一方，物流センサスから入手できないサービ
ス業の地域間取引については，居城（2012）より，
移出は各地域の需要額に比例すると仮定して，
産業別域内需要額を用いる．たとえば A 県か
ら B 県への移出は，

　A 県から B 県への移出
　　　　　　　　　　　　

 
B 県の需要額

　　=A 県の移出額×

　　　　　　　　　　
A 県以外の全国の需要額

である．このように，47 都道府県分の移出額
をそれぞれ 46 都道府県別に分割する．そして，
香川・愛媛・高知・徳島以外 の 43 県分 の 移出
額は合算する．

3―4　地域間交易係数の推計
　こ れ ま で の 作業 で，香川・愛媛・高知・徳
島・その他地域の移出をそれぞれ地域別・産業
別に分けた．このような地域別の移出額は，地
域別の移入額にも解釈できる．たとえば愛媛県
の香川県への移出は，香川県にとって愛媛県か
らの移入にあたる．このような解釈のもと，香

川・愛媛・高知・徳島・その他地域それぞれの
地域別移入額の推計も行ったことになる．
　この各地域からの移入額からそれぞれ移入係
数 N を求め，さらに輸入額から輸入係数 M を
出す．そしてこの移入係数・輸入係数から，単
位行列を I として自給率（I─M─N）も求める．
ところがいくつかの産業部門においては，この
自給率がマイナスとなる値が出たため，以下の
ように調整した．まず自給率がマイナスである
部門が 0 になるように，その同一部門の移入
額・輸入額を比率で按分した値を引き，再度自
給率や移入率・輸入率を計算する．

3―5　地域間産業連関表への展開
　次に，3─4 で求めた地域間交易係数を用いて，
各地域内産業連関表の中間財取引と最終需要の
地域間取引を分解する．まず四国域内の A 県
と B 県 を 設定 し，A 県 の 中間財取引行列 を
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とする．また，A 県の B 県からの移入係
数を
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，その他地域からの移入係数を
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とする．そしてこの中間財取引
行列
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を，以下のように分離させる．
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　この A 県に関わる作業を，香川・愛媛・高
知・徳島・その他地域においてそれぞれ行うこ
とで，四国地域間産業連関表が作成できる．
　ところがこの時点では，投入方向・産出方向
にみたバランスは一致していない．まず投入方
向のバランスは，香川・愛媛・高知・徳島で一
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致するものの，その他地域では一致しない．こ
の誤差は 3─4 や 3─5 の過程で発生したものでは
なく，43 都道府県分の地域内産業連関表を合計し
た際に発生したものであるが，この誤差をその
他地域の営業余剰に吸収させている．また，産
出方向にみたバランスはどの地域でも誤差があ
り，当該地域におけるその他地域への最終需要
の移出に吸収させた．この時，誤差は各最終需
要項目の県内最終需要計に占める割合で配分し
ている．最終需要項目すべてが 0 となっている
部門のみ，在庫純増で調整した．こうして，行
方向・列方向ともにバランスが一致する．

4．分析結果

4―1　経済構造に関する分析
　ここでは，各地域内産業連関表をもとにした
生産額および移出入収支から，四国各県の経済
を俯瞰的にみる．加えて，推計した四国地域間
産業連関表をもとに，生産誘発額と仮説的抽出
法からみた地域間関係も明らかにしていく．
4―1―1　各地域の生産額
　まず表 5 より，四国各県の生産額を比較す
る．合計額をみると愛媛が最も大きく，香川，
徳島，高知と続く．香川の生産額のうち最も大
きいのは商業の 6,968 億円であり，石油・石炭
製品の 6,199 億円，不動産の 5,816 億円が続く．
愛媛は，医療・福祉の 4,453 億円，商業の 4,013
億円，建設の 3,693 億円の順に大きい．高知は
他の四国に比べて，サービス産業の規模の大き
さが顕著であり，医療・福祉の 4,453 億円が最
大で，商業の 4,013 億円が次に大きく，建設の
3,693 億円と続く．徳島県は他の四国に比べる
と，化学製品の生産額の大きさが目立ち，5,632
億円である．次に医療・福祉の 4,415 億円が大
きく，不動産の 3,444 億円が続く．
4―1―2　各地域の移出入収支
　ここでも，各地域内表をもとに移出入額をみ
ていく（表 6，表 7）．まず香川は，全産業でみ
た場合，四国のなかで唯一の移出が超過した地
域である．移出額が 2 兆 121 億円，移入額が 1

兆 9,136 億円であり，986 億円の移出超過であ
る．産業別にみると移入超過の部門も多いなか，
2,987 億円の石油・石炭製品や 2,529 億円の非鉄
金属における移出超過が，産業全体の移出超過
に貢献していることがわかる．愛媛は，産業全
体で移出額 3 兆 3,880 億円，移入額 3 兆 6,226 億
円と，移出入の規模自体は香川より大きいもの
の 2,347 億円の移入超過である．移出が超過し
ている産業のうち，パルプ・紙・木製品の 3,825
億円 や 石油・石炭製品 の 2,451 億円，非鉄金属
の 2,322 億円が大きい．また，高知の産業全体
の移出額は 5,766 億円で，移入額は 1 兆 2,457 億
円と，四国のなかで最も移出入の規模が小さく，
移入超過の 6,690 億円も最も大きい．そのなか
でも，対事業所サービスの 1,001 億円の移入超
過が最も大きい．徳島は，産業全体の移出額が
1 兆 6,568 億円であり，移入額が 1 兆 9,863 億円
のため，3,295 億円の移入超過である．このうち，
ほとんどの産業で移入が超過しているなかで，
化学製品の 3,534 億円の移出超過があり，生産
額や特化係数の結果と同様，徳島県の経済に強
い影響をもたらしていることがわかる．
4―1―3　生産誘発額でみた地域間関係
　続いて，推計した四国地域間産業連関表を用
いて，四国の地域間関係を分析していく．四国
地域間表のうち，内生地域を 1 地域・2 地域（四
国内各県），J 地域（そ の 他地域）と し て，外
生地域を W 地域（その他世界）とすると，産
業連関モデルは以下のようになる．
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i=j の場合は地域内の中間財投入係数行列，i≠j
の場合は i 地域から j 地域への移入中間財投入
係数行列である．
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表 5　四国各県の産業別にみた生産額（2011）
� 単位：百万円

香川 愛媛 高知 徳島

農林水産業 112,465 248,096 171,433 130,765 

鉱業 7,234 5,819 21,800 2,822 

飲食料品 315,434 350,058 123,092 217,631 

繊維製品 44,654 86,152 18,374 34,852 

パルプ・紙・木製品 161,002 598,991 77,969 181,709 

化学製品 143,260 574,668 10,820 563,161 

石油・石炭製品 619,902 490,525 2,148 2,711 

プラスチック・ゴム 106,334 104,733 7,052 55,915 

窯業・土石製品 71,767 54,332 55,548 23,627 

鉄鋼 38,134 150,085 31,713 30,116 

非鉄金属 419,358 335,488 12,217 100 

金属製品 108,592 37,586 9,357 48,022 

はん用機械 88,465 112,505 8,419 75,537 

生産用機械 75,408 195,110 34,371 44,459 

業務用機械 7,477 9,379 19,035 2,894 

電子部品 31,934 133,570 29,898 219,221 

電気機械 95,955 111,406 6,666 159,519 

情報・通信機器 13 1,886 32 1,649 

輸送機械 276,594 373,057 33,010 19,435 

その他の製造工業製品 74,957 54,574 28,265 34,917 

建設 384,882 447,745 369,270 293,498 

電力・ガス・熱供給 143,672 254,905 70,924 277,130 

水道 25,170 35,670 16,653 18,074 

廃棄物処理 26,710 57,844 20,530 27,766 

商業 696,754 803,906 401,298 322,290 

金融・保険 233,060 356,367 172,436 171,892 

不動産 581,582 659,754 315,325 344,370 

運輸・郵便 436,740 513,223 191,753 243,635 

情報通信 202,706 309,086 130,071 144,703 

公務 252,847 417,258 260,564 279,669 

教育・研究 224,839 330,127 175,752 221,843 

医療・福祉 518,783 765,124 445,280 441,471 

その他の非営利団体サービス 46,487 69,032 33,672 38,733 

対事業所サービス 422,064 341,606 151,502 120,541 

対個人サービス 333,547 456,901 255,264 247,239 

事務用品 17,429 13,700 6,514 7,488 

分類不明 12,993 49,118 23,938 26,337 

合計 7,359,204 9,909,386 3,741,965 5,075,741 
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表 6　香川県と愛媛県の産業別にみた移出入収支（2011）
� 単位：百万円  

香川 愛媛

移出額 移入額 収支 移出額 移入額 収支

農林水産業 66,850 －50,185 16,666 137,953 －60,348 77,605 

鉱業 1,038 －8,916 －7,878 512 －38,504 －37,992 

飲食料品 226,946 －211,874 15,072 236,339 －260,190 －23,851 

繊維製品 33,689 －24,104 9,585 52,335 －25,359 26,976 

パルプ・紙・木製品 121,139 －73,816 47,323 462,162 －79,633 382,529 

化学製品 83,940 －149,380 －65,441 372,880 －273,784 99,096 

石油・石炭製品 432,707 －133,971 298,736 380,481 －135,396 245,085 

プラスチック・ゴム 55,390 －66,273 －10,883 66,309 －76,152 －9,843 

窯業・土石製品 40,787 －28,815 11,972 37,310 －28,563 8,747 

鉄鋼 22,055 －88,173 －66,118 118,267 －213,989 －95,722 

非鉄金属 307,146 －54,231 252,915 260,325 －28,159 232,166 

金属製品 83,565 －52,331 31,234 21,447 －75,610 －54,163 

はん用機械 40,155 －50,104 －9,949 92,970 －95,107 －2,137 

生産用機械 50,011 －47,547 2,463 93,640 －61,745 31,895 

業務用機械 2,487 －17,951 －15,463 3,111 －42,234 －39,123 

電子部品 24,260 －25,788 －1,529 85,849 －28,489 57,360 

電気機械 24,273 －55,973 －31,701 54,965 －94,853 －39,888 

情報・通信機器 4 －49,264 －49,260 812 －96,012 －95,200 

輸送機械 82,513 －165,232 －82,719 38,926 －196,086 －157,160 

その他の製造工業製品 39,048 －43,388 －4,340 23,237 －70,860 －47,623 

建設 0 0 0 7,053 －5,114 1,939 

電力・ガス・熱供給 10,597 －44,219 －33,622 15,264 －22,872 －7,608 

水道 578 －450 128 0 －1,149 －1,149 

廃棄物処理 0 －1 －1 4,620 －693 3,927 

商業 179,533 －317,943 －138,409 230,963 －391,443 －160,480 

金融・保険 4,253 －23,591 －19,338 89,322 －60,244 29,078 

不動産 23,196 －6,435 16,761 5,828 －24,249 －18,421 

運輸・郵便 2,221 －11,442 －9,221 183,981 －263,491 －79,510 

情報通信 7,131 －68,682 －61,551 40,338 －219,842 －179,504 

公務 0 0 0 0 0 0 

教育・研究 585 －3,188 －2,602 74,550 －38,917 35,633 

医療・福祉 7,023 －2,104 4,918 11,631 －25,146 －13,515 

その他の非営利団体サービス 996 －1,664 －668 13,143 －1,696 11,447 

対事業所サービス 9,388 －26,361 －16,973 18,430 －341,036 －322,606 

対個人サービス 22,902 －7,946 14,955 104,431 －196,222 －91,791 

事務用品 0 0 0 0 0 0 

分類不明 5,706 －2,192 3,515 48,602 －49,449 －847 

合計 2,012,114 －1,913,536 98,578 3,387,986 －3,622,636 －234,650 

（496）



81四国内の地域間相互依存関係の定量把握（須原・郭・居城）

表 7　高知県と徳島県の産業別にみた移出入収支（2011）
単位：百万円 

高知 徳島

移出額 移入額 収支 移出額 移入額 収支

農林水産業 105,024 －29,302 75,722 80,810 －39,646 41,164 

鉱業 17,881 －607 17,274 1,777 －2,578 －801 

飲食料品 71,855 －116,030 －44,175 170,967 －150,960 20,007 

繊維製品 9,983 －23,942 －13,959 31,905 －18,628 13,277 

パルプ・紙・木製品 51,347 －50,004 1,343 136,566 －40,626 95,940 

化学製品 7,198 －94,439 －87,241 493,082 －139,655 353,427 

石油・石炭製品 0 －93,289 －93,289 92 －103,099 －103,007 

プラスチック・ゴム 6,318 －31,882 －25,564 45,289 －65,143 －19,854 

窯業・土石製品 27,013 －13,467 13,546 10,762 －22,394 －11,632 

鉄鋼 30,797 －26,827 3,970 29,689 －54,254 －24,565 

非鉄金属 12,217 －12,670 －453 90 －40,496 －40,406 

金属製品 3,799 －30,340 －26,541 26,680 －34,161 －7,481 

はん用機械 8,324 －22,163 －13,839 43,962 －22,438 21,524 

生産用機械 23,889 －28,586 －4,697 30,822 －32,644 －1,822 

業務用機械 18,629 －26,548 －7,919 698 －29,061 －28,363 

電子部品 11,916 －15,411 －3,495 61,585 －50,453 11,132 

電気機械 5,371 －38,132 －32,761 52,070 －74,013 －21,943 

情報・通信機器 0 －50,350 －50,350 514 －42,141 －41,627 

輸送機械 2,548 －72,217 －69,669 15,102 －60,069 －44,967 

その他の製造工業製品 6,408 －33,425 －27,017 24,624 －41,929 －17,305 

建設 0 －6,248 －6,248 48 －6,504 －6,456 

電力・ガス・熱供給 0 －22,652 －22,652 168,116 －14,220 153,896 

水道 0 0 0 0 －9,494 －9,494 

廃棄物処理 16 －1,789 －1,773 0 －3,671 －3,671 

商業 27,936 －104,573 －76,637 71,681 －257,829 －186,148 

金融・保険 422 －12,239 －11,817 10,478 －8,705 1,773 

不動産 2,010 －22,146 －20,136 267 －36,848 －36,581 

運輸・郵便 47,613 －81,227 －33,614 64,943 －46,924 18,019 

情報通信 14,162 －51,040 －36,878 15,604 －105,493 －89,889 

公務 0 0 0 0 0 0 

教育・研究 816 －1,874 －1,058 8,602 －30,304 －21,702 

医療・福祉 134 －3,837 －3,703 22,269 －8,278 13,991 

その他の非営利団体サービス 110 －153 －43 8,897 －3,253 5,644 

対事業所サービス 429 －100,529 －100,100 4,199 －231,921 －227,722 

対個人サービス 62,446 －27,692 34,754 21,417 －158,114 －136,697 

事務用品 0 0 0 0 0 0 

分類不明 13 －38 －25 3,201 －386 2,815 

合計 576,624 －1,245,668 －669,044 1,656,808 －1,986,332 －329,524 
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                                   (2) 

𝐿𝐿 = �
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
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=

�
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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� 　 
　（2）式の最終需要を 1 地域，2 地域，J 地域，
外生地域 W で分割すると，次の（3）式のよう
に表せる．
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𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

� 

=�
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                                   (2) 

𝐿𝐿 = �
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��

� 

=

�
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��

� 

 

=�
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

�                                                        (3) 

𝐿𝐿�� 𝑖𝑖=𝑗𝑗 i≠j

𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の

𝐿𝐿��

　　　　

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� = �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

� �
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� + �

𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                            (1) 

𝑥𝑥� 𝐴𝐴�� i=j i≠j

𝐹𝐹��

𝐸𝐸��

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� = �� � �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

��
��

�
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

� 

=�
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                                   (2) 

𝐿𝐿 = �
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��

� 

=

�
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��

� 

 

=�
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

�                                                        (3) 

𝐿𝐿�� 𝑖𝑖=𝑗𝑗 i≠j

𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の

𝐿𝐿��

　　　   

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� = �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

� �
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� + �

𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                            (1) 

𝑥𝑥� 𝐴𝐴�� i=j i≠j

𝐹𝐹��

𝐸𝐸��

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� = �� � �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

��
��

�
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

� 

=�
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                                   (2) 

𝐿𝐿 = �
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��

� 

=

�
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��

� 

 

=�
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

�                                                        (3) 

𝐿𝐿�� 𝑖𝑖=𝑗𝑗 i≠j

𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の

𝐿𝐿��

　　　

0 
 

4-1-3 生産誘発額でみた地域間関係 

 続いて,推計した四国地域間産業連関表を用いて,四国の地域間関係を分析していく.四国地域間表のう

ち,内生地域を 1 地域・2 地域（四国内各県）,J 地域（その他地域）として,外生地域を W 地域（その他世

界）とすると,産業連関モデルは以下のようになる. 

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� 𝑖 �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

� �
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� + �

𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                            (1) 

 ここで,𝑥𝑥�は i 地域の地域内生産額,𝐴𝐴��が i=j の場合は地域内の中間財投入係数行列,i≠j の場合は i 地域

から j 地域への移入中間財投入係数行列である.𝐹𝐹��は i 地域財に関する j 地域の最終需要であるが,𝐸𝐸��は

外生地域への輸出を表す.単位行列 I を用いて,(1)式を展開すると,次式(2)のようになる. 

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
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𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

��
��

�
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

� 

=�
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                                   (2) 

 (2)式の最終需要を 1 地域,2 地域,J 地域,外生地域 W で分割すると,次の(3)式のように表せる. 

𝐿𝐿 𝑖 �
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��

� �
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐹𝐹�� 𝐸𝐸��

� 

=�
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��

� 

=�
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
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生した誘発額であり,𝐿𝐿��と𝐿𝐿��を比較することで,1 地域と 2 地域の生産誘発額の収支をみることができる.

以下,内生地域のうち J 地域を除いた𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の部分を分析に用いる. 
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
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�                                                        (3) 

𝐿𝐿�� 𝑖𝑖=𝑗𝑗 i≠j

𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の

𝐿𝐿��
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𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
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𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
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𝐿𝐿 = �
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��

� 

 

=�
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��
𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

�                                                        (3) 

𝐿𝐿�� 𝑖𝑖=𝑗𝑗 i≠j

𝐿𝐿�� 𝐿𝐿�� 𝐿𝐿��

𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��, 𝐿𝐿��の

𝐿𝐿��

を比較することで，1
地域と 2 地域の生産誘発額の収支をみることが
できる．以下，内生地域のうち J 地域を除いた
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��

�                            (1) 

𝑥𝑥� 𝐴𝐴�� i=j i≠j

𝐹𝐹��

𝐸𝐸��

�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
𝑥𝑥�
� = �� � �

𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��
𝐴𝐴�� 𝐴𝐴�� 𝐴𝐴��

��
��

�
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
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𝐵𝐵�� 𝐵𝐵�� 𝐵𝐵��
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𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐹𝐹�� + 𝐸𝐸��
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𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� + 𝐵𝐵��𝐹𝐹�� 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸�� + 𝐵𝐵��𝐸𝐸��
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の部分を分析に用いる．
　表 8 は，各地域における産業全体の生産誘発
額を表したものである．これを行方向にみた場
合，表側の地域が表頭の各地域の需要によって，
どれくらい生産誘発がもたらされたのかが比較
できる．列方向にみると，表頭の地域の需要が，
表側の各地域にどれくらい生産誘発をもたらし
たのかをみることができる．したがって，自地
域（表側）を含むすべての地域の需要によって
もたらされた生産誘発の行和と，自地域（表頭）
を含むすべての地域にもたらした生産誘発の列
和を比較することで，四国内の地域間関係を俯
瞰してみることができる．
　まず，自地域の需要によって自地域に発生し
た生産誘発額をみると，網掛けの対角要素のう
ち四国内で最も大きいのは愛媛である．最も小
さい 2 兆 5,359 億円の高知に比べると，5 兆 9,584
億円の愛媛は 2 倍以上となっている．また行和
と列和をみても，四国のなかで最も大きいのは
愛媛である．生産誘発額をもたらした列和より，
もたらされた行和が大きい地域は，香川と愛媛
と徳島である．高知以外は，地域間取引によっ
て利潤を得やすい構造にあることがわかる．し
かし，四国内他地域へもたらした列和に限定す
ると，高知の 2,697 億円が最も大きい．
　次の図 1 は，上記の生産誘発額において得ら
れた結果を，四国内各県の地域間関係として視
覚化したものである．各地域の需要によって発
生した生産誘発額を矢印と金額で示しており，
矢印の向きは，移出（あるいは域内需要）によっ
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て得られた生産誘発額の金額の流れと同一であ
る．この図から，自地域の需要による生産誘発
額は，四国内他地域との取引で得られた移出誘
発額より圧倒的に大きいことがわかる．香川と
愛媛の移出誘発額を比較すると，ほぼ対等の関
係にある一方で，愛媛は高知へ移出することで
1,920 億円もの誘発額を，香川は徳島からの移
出誘発額が 1,132 億円と，それぞれ黒字の上下
関係にあることがわかる．
　さらにこの地域間関係を，農林水産業・製造
業・サービス業の 3 つに分けて示したものが，
図 2～図 4 である．図 2 の農林水産業では，全
産業に比べて規模が小さいのに伴い，域内需要
による生産誘発額と地域間取引による生産誘発
額の差が小さくなっている．特に徳島では，移
出誘発額の果たす役割が大きいことが伺える．

また，香川と愛媛の地域間取引において，香川 
から愛媛へ 66 億円の移出誘発額をもたらすの
に対し，愛媛から香川へ 118 億円の移出誘発額
をもたらすことから，香川が黒字にあることが
わかる．一方で図 3 の製造業では，愛媛の域内
需要による生産誘発額が，香川・高知・徳島と
比べて圧倒的に大きい．愛媛では，製造業の生
産規模が四国内他地域より大きいにも関わら
ず，地域間取引ではなく自地域内の需要によっ
て所得を得ている閉鎖的状況が伺える．そして
図 4 のサービス業では，全産業に占める割合の
大きさから，図 1 と傾向に大きな違いはないが，
農林水産業・製造業では域内需要による生産誘
発額が比較的大きかった高知が，サービス業で
は相対的に小さくなっている点や，高知の徳島
からの移出誘発額 25 億円と徳島の高知からの

表 8　四国地域間の生産誘発額
単位：1 億円  

【図 1 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―全産業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 2 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―農林水産業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 3 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―製造業―(2011)】 
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図 1　四国内の生産誘発額からみた地域間関係―全産業―（2011）

香川 愛媛 高知 徳島 その他地域 輸出 合計

香川 39,066 1,233 659 1,132 19,476 12,027 73,592 

愛媛 1,281 59,584 1,920 551 19,717 16,042 99,094 

高知 279 479 25,359 214 9,054 2,035 37,420 

徳島 529 398 119 31,980 9,157 8,575 50,757 

その他地域 19,845 28,470 19,247 14,359 7,673,596 1,225,256 8,980,773 

合計 61,001 90,164 47,303 48,235 7,731,000 1,263,934 
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【図 4 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―サービス業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 兆 1,777 億円 3 兆 5,051 億円 

282 億円 

1 兆 9,984 億円 

254 億円 

2 兆 8,508 億円 

53 億円 

393 億円 

43 億円 

25 億円 

201 億円 

125 億円 

香川 

高知 徳島 

愛媛 

【図 1 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―全産業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 2 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―農林水産業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 3 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―製造業―(2011)】 
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【図 2 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―農林水産業―(2011)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図 3 四国内の生産誘発額からみた地域間関係―製造業―(2011)】 
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図 4　四国内の生産誘発額からみた地域間関係―サービス業―（2011）

図 2　四国内の生産誘発額からみた地域間関係―農林水産業―（2011）

図 3　四国内の生産誘発額からみた地域間関係―製造業―（2011）
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移出誘発額 43 億円とを比較して，徳島が高知
に対して黒字である点などが特徴的である．
4―1―4　仮説的抽出法でみた地域間関係
　前項と同様に，四国地域間産業連関表におい
て，香川・愛媛・高知・徳島の各地域が仮にな
くなったと想定された場合，どれほどの影響が
あるのか，仮説的抽出法を用いてみていく．当
該地域の行部門・列部門ともに 0 として抽出し
たうえで，4─1─3 と同様に生産誘発額を再計算
する．ここで抽出前と抽出後で得られた生産誘
発額の差が大きいほど，当該地域が担っていた
経済的役割が大きいことを示す．また，減少額
の大きい地域ほど，当該地域とつながりの強い
地域といえる．表 9 より，表頭の地域がなくなっ
た場合，表側の地域においてどれくらい生産誘
発額が減少するのかがわかる．その他地域を含
めた全国への影響として列和をみると，愛媛，
香川，徳島，高知の順に影響が大きい．四国内
においてその格差は大きく，愛媛の 13 兆 439
億円に比べて，徳島の 5 兆 1,621 億円は半分以
下となっている．一方で自地域を除いた四国内
への影響に限定してみると，愛媛 2,512 億円，

香川 2,302 億円，高知 2,035 億円，徳島 1,729 億
円と，その差は縮まる．この四国内他県との取
引を，それぞれ順位付けしたものが表 10 であ
る．上位の地域ほど，なくなった地域との関係
が強いことを示すが，香川がなくなって四国内
他県のうち最も強い影響を受けるのが愛媛で，
愛媛の場合は香川と，香川と愛媛の相互依存関
係が読み取れる．また，高知がなくなると四国
内他県のうち最も強い影響を受けるのが愛媛，
徳島の場合は香川であり，高知と徳島は地理的
に隣接しているにも関わらず，その関係は弱い
ことが分かる．

4―2　観光に関する分析
　前項では，四国内の経済構造について特定産
業に限定せず俯瞰的にみてきたが，冒頭でも述
べたように，四国内における周遊観光の意義が
高まりつつある．四国地域間産業連関表を用い
て，四国の各地域に観光需要が発生した場合に，
四国全体にどれほどの影響がもたらされるのか
を分析することができる．

表 9　仮説的抽出法によって減少した生産誘発額（2011）
単位：1 億円

表 10　仮説的抽出法によって減少した生産誘発額（2011）

仮になくなったと想定される地域

香川 愛媛 高知 徳島

1 位 愛媛　1,486 億円 香川　1,449 億円 愛媛　1,467 億円 香川　935 億円

2 位 徳島　589 億円 徳島　548 億円 香川　480 億円 愛媛　617 億円

3 位 高知　227 億円 高知　515 億円 徳島　87 億円 高知　177 億円

減少額
仮になくなったと想定される地域

香川 愛媛 高知 徳島

影
響
を
受
け
る
地
域

香川 73,592 1,449 480 935 

愛媛 1,486 99,094 1,467 617 

高知 227 515 37,420 177 

徳島 589 548 87 50,757 

その他地域 19,416 28,833 12,166 12,898 

合計 95,310 130,439 51,621 65,384 
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4―2―1　�都道府県別の観光消費額の単価による
比較

　ここでは，全国的にみて四国の観光需要がど
れくらいの水準にあるのかについて，観光消費
額の単価から比較していく．図 5 では「観光入
込客統計」を用いて，日本人・宿泊，日本人・
日帰り，外国人・宿泊，外国人・日帰りの区分
で，四国各県および全国平均の観光消費額の単
価を示している5）．まず一見してわかるように，
外国人・宿泊の単価が総じて高い．日帰り客にお

いて日本人と外国人の差はなく，一部の地域では
日本人の宿泊客の単価を割り込むが，外国人宿泊
客は日本人宿泊客より消費額が高い傾向にある．
なかでも北海道の 12 万 6,192 円は，全国平均の
4 万 8,847 円の 2.5 倍近い．ところが四国の外国
人・宿泊客の消費単価は，香川が 3 万 7,788 円， 
愛媛が 4 万 949 円，高知が 4 万 5,956 円，徳島が
3 万 7,874 円と，すべて全国平均を下回っている．
日本人・宿泊客でみても，香川が 2 万 8,191 円，
愛媛が 3 万 637 円，高知が 2 万 7,032 円，徳島が
2 万 742 円と，全国平均の 2 万 8,269 円に愛媛
以外は届いていない．訪日外国人の観光需要が
高まりつつあるなかで，外国人宿泊客の四国に
おける消費単価の低さが顕著となっている．
4―2―2　観光消費額による生産誘発額
　続いて，四国の各地域において観光需要が発
生した場合，他地域にどれくらいの生産誘発額
がもたらされるのかをみていく．ここでは，各
地域に観光需要が発生した場合の最終需要ベク
トルを作成し，四国地域間産業連関表における

　「観光入込客統計」（2011）より作成

図 5　四国各県の観光消費額の単価（2011）
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【表 11 旅行・観光消費動向調査・訪日外国人消費動向調査と産業連関表（統合大分類）

の対応関係】 

　　　　　　　　　
5）日本人のうち，観光目的とビジネス目的，

県内と県外という区分に分かれているが，ここで
は観光目的・県外のデータを用いている．外国人
は観光目的とビジネス目的に分かれ，ここでは観
光目的のみを使用している．また，観光入込客統
計を導入していない地域もあるため，平成 23 年の
年間値は 43 県分のみ入手できた．全国平均も入手
できた地域から求めた．また観光入込客統計を導
入していても，項目によってはサンプルがない場
合があり，図 5 の外国人・日帰りにおいてサンプ
ル数のない愛媛県と高知県の値は 0 となっている．
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レオンチェフ逆行列にかけることで，四国全体
にもたらされる生産誘発額を算出する．まず最
終需要ベクトルの作成にあたって，「観光入込
客統計」（2011）より観光入込客数と観光消費
額単価を抽出した6）．次に「旅行・観光消費動
向調査」（2011）より日本人の品目別消費額を，

「訪日外国人消費動向調査」（2011）より外国人
の品目別消費額を抽出した7）．ここで得た品目
別消費額を，国土交通省（2015）を参考にした
表 11 のように産業連関表の統合大分類（37 部
門分類）に対応させ，統合大分類の消費額を日
本人と外国人でそれぞれ算出する．そして統合
大分類の消費額構成比を計算し，都道府県別の
観光消費額の単価にかける．この都道府県別・
産業別の観光消費額単価に，都道府県別の観光
入込客数を乗じることで，都道府県別の観光消
費額の総額が求められる8）．都道府県別の観光
消費額は購入者価格であると想定し，生産者価
格に直すことで，最終需要ベクトルを作成した．
　以上の計算で求められた結果が表 12 である．
四国の各地域に観光需要が発生した場合の，日
本全体への生産誘発額を比較すると，香川が 2,007
億円，愛媛が 1,572 億円，高知が 1,374 億円，徳
島が 940 億円となっている．四国内への生産誘発
額に限定すると，香川が 1,697 億円，愛媛が 1,296
億円，高知が 996 億円，徳島が 769 億円である．
さらに自地域を除くと，香川が 35 億円，愛媛が

27 億円，高知が 53 億円，徳島が 29 億円と，ここ
でも高知の需要が香川・愛媛・徳島にもたらす
生産誘発額の大きさを示している．一方で観光
需要が発生しても，その生産誘発額の多くは自
地域内にとどまり，四国内での地域間のつなが
りが弱いことがわかる．四国の周遊観光を推し
進めるうえで，四国内の地域間取引を活発化さ
せることが求められる．

5．おわりに

　以上より，本稿では四国の地域間産業連関表
を推計し，四国内における地域間関係を中心に
分析した．まず各県の特徴をまとめると，香川
は生産額の規模の割に観光需要による生産誘発
額が大きく，愛媛は生産額の規模や仮説的抽出
法による生産誘発額の減少額が四国内で最も大
きいが，観光需要による生産誘発額は比較的小
さい．高知は生産額の規模が四国内で最も小さ
いが，外国人宿泊客の観光消費額単価や，観光
需要によって四国内他県にもたらされる生産誘
発額は，四国内で最も大きい．製造業も盛んな
徳島は，観光需要による生産誘発額が四国内で
最も小さいなど，四国内他県との関係が比較的
弱い傾向にある．
　四国経済を俯瞰してみると，ある地域に需要
が発生しても周辺地域に及ぼす影響は小さく，
四国内の地域間のつながりは弱い傾向にあるこ
とがわかった．こうしたなか，高知が香川・愛
媛・徳島へもたらす生産誘発額の大きさから，
高知の果たす役割も四国内他地域のなかでは比
較的大きいといえる．四国内の地域間関係とい
う視点では，香川と愛媛が相互依存関係にあり，
香川─徳島間では香川，愛媛─高知間では愛媛が
それぞれ黒字の上下関係で，高知と徳島は隣接
しているにも関わらず，その関係は希薄である
ことが読み取れた．
　また，全国的に訪日外国人の観光入込客数は
日本人より少ないが，消費単価でみると日本人
より高い傾向にあることから，訪日外国人の消
費単価の高さが重要である一方で，四国におけ

　　　　　　　　　
6）その際，日本人・外国人ともに観光目的と

ビジネス目的の値を抽出した．日本人は県内と県
外に分かれているが，ここでは県外のみ使用する．

7）「訪日外国人消費動向調査」で は，都道府県
別の購入者単価が得られたので，地域ごとの単価
×地域ごとの消費額構成比で単価を品目別に求め
られたが，「旅行・観光消費動向調査」は全国一律
の「国内旅行」という区分でしか品目別消費額を
得られなかった．

8）こ の 時点 で，都道府県別・産業別 の 観光消
費額単価も，都道府県別の観光入込客数も，日本人・
外国人の 2 区分×観光目的・ビジネス目的の 2 区
分×宿泊・日帰りの 2 区分の 8 通りあり，単価×
観光入込客数をそれぞれ計算したあとに，各地域 1
つずつの観光消費額として合算した．
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表 11　旅行・観光消費動向調査・訪日外国人消費動向調査と産業連関表（統合大分類）の対応関係

日本人 外国人
旅行・観光消費動向調査 産業連関表（統合大分類） 訪日外国人消費動向調査 産業連関表（統合大分類）

交通費 宿泊料金 対個人サービス
飛行機（国内線） 運輸・郵便 飲食費 対個人サービス
新幹線　 運輸・郵便 交通費
鉄道（新幹線を除く） 運輸・郵便 航空（日本国内移動） 運輸・郵便
バス　 運輸・郵便 鉄道・モノレール・スキーリフト 運輸・郵便
タクシー・ハイヤー 運輸・郵便 バス・タクシー 運輸・郵便
船舶（内航） 運輸・郵便 その他交通費 運輸・郵便
レンタカー代 対事業所サービス 娯楽サービス費
ガソリン代　 石油・石炭製品 現地ツアー・観光ガイド 対個人サービス
駐車場・有料道路料金（高速道路料金を除く）運輸・郵便 ゴルフ場・テーマパーク 対個人サービス
高速道路料金 運輸・郵便 芸術鑑賞・スポーツ観戦 対個人サービス
宿泊費　　 対個人サービス 美術館・博物館・動物園・水族館 教育・研究
飲食費 対個人サービス レンタル料 （スポーツ用品・自転車など） 対事業所サービス
土産・買物代 その他娯楽サービス費 対個人サービス
農産物　 農林水産業 買物代
農産加工品　 飲食料品 菓子類 飲食料品
水産物　 農林水産業 その他食料品・飲料・酒・たばこ 飲食料品
水産加工品　 飲食料品 カメラ・ビデオカメラ・時計 業務用機械
菓子類　 飲食料品 電気製品 （パソコン・音響機器など） 電気機械
その他の食料品 飲食料品 化粧品・医薬品・トイレタリー 化学製品
繊維製品　 繊維製品 和服（着物）・民芸品 繊維製品
靴・カバン類 その他の製造工業製品 服（和服以外）・かばん・靴 繊維製品
陶磁器・ガラス製品 窯業・土石製品 マンガ・DVD・アニメ関連商品 対個人サービス
出版物 その他の製造工業製品 その他買物代 その他の製造工業製品
木製品・紙製品 パルプ・紙・木製品 その他 対個人サービス
医薬品・化粧品 化学製品
フィルム　 化学製品
電気機器・関連商品 電気機械
カメラ・眼鏡・時計 業務用機械
その他の製造品　 その他の製造工業製品
入場料・娯楽費・その他
立寄温泉・温浴施設・エステ 対個人サービス
遊園地・博覧会 対個人サービス
美術館・博物館・動植物園・水族館 教育・研究
スポーツ施設 対個人サービス
スキー場リフト代 運輸・郵便
キャンプ場 対個人サービス
スポーツ観戦・芸術鑑賞 対個人サービス
展示会・コンベンション参加費　 その他の非営利団体サービス
観光農園　 農林水産業
遊漁船　 対個人サービス
ガイド料　 対個人サービス
レンタル料　 対事業所サービス
マッサージ　 医療・福祉
写真撮影代 対個人サービス
郵便・通信料　 情報通信
宅配便　 運輸・郵便
その他　 対個人サービス
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る消費単価は全国と比較して低い．加えて，四
国各県で発生した観光需要による生産誘発額は
自地域に帰着する部分が大きく，四国内他県に
与える影響が小さい傾向にある．したがって， 
広域観光周遊の効果を高めるという観点から
も，訪日外国人の単価を上げる政策や，四国内
の交通ネットワークの整備によって中間財の地
域間交易を増やす政策などが求められる．
　ここで扱った分析手法に限らず，四国地域間
産業連関表を用いて様々な分析を行うことは，
観光政策を推し進めている四国地域においても
有意義である．特に地域間産業連関表であれば，
各県に発生した観光需要による波及効果を，当
該地域に限定したものではなく，四国全体とし
てどの地域にどれくらいの影響をもたらされ
るのかを個別に測定できる．本稿では，四国を
訪れた観光客がどのようなルートで四国内をめ
ぐっているのかといった周遊データが得られな
かったことから，各地域に単発的に需要が発生
した場合の分析に留まっている．実際に四国内
を周遊した場合に，どれほどの影響がもたらさ
れるのかを定量的に明らかにする意義は高く，
今後の課題とさせていただきたい．
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